
理学部アドミッション・ポリシー 

 

【求める人材像】 

大阪大学のアドミッション・ポリシーを受けて、理学部では教育目標に定める人材として相応しい、

下記のような人を求めています。 

（１）高等学校等における教育課程を修了し、もしくは同等の能力を身につけている人。 

（２）幅広い自然科学の基礎知識と応用力に加え、広い視野と柔軟な発想力を持ち、その発想を伝え

る力を持ち合わせた人。  

（３）自然科学に知的好奇心を持ち、自ら強く考察して真理を探究・発信することに喜びを感じる人。 

（４）科学の素養を背景にして、国際社会に幅広く貢献したい人。 

 

【入学者選抜の基本方針】 

上記の人材を多様な方法で選抜するため、下記の一般選抜と２種類の総合型選抜を実施します。こ

れらの入試においては、（１）の高等学校卒業相当の学力を重視しますので、大学入学共通テスト（国

語、数学、外国語、理科２科目、地理歴史・公民１科目、情報）を課します。 

 

【具体的選抜方法と、資質・能力との関係】 

一般選抜では、より高度な学力の習熟度・応用力を測るため、また、（２）の広い視野と柔軟な発想

力を持ち、その発想を伝える力を持ち合わせた人を選抜するために、高度な記述式の数学、理科の個

別学力検査を行います。また、（４）の国際社会への貢献に必要な英語の学力を、高度な記述式の試験

により評価します。 

総合型選抜（研究奨励型）では、（３）の自然科学に対する知的好奇心を有する人を選抜するために、

高等学校等での研究活動を重視し、書類審査で活動内容を、また面接試験で研究に対する姿勢を評価

します。 

総合型選抜（挑戦型）では、書類審査で高等学校等での課外活動から（４）の社会貢献の意欲を評価

し、さらに（３）の自ら強く考察して真理を探究・発信することに喜びを感じる人を選抜するために、

難易度の高い課題を課した面接を実施します。 

また、特別入試（帰国生徒特別入試、私費外国人留学生特別入試、国際科学特別入試）では、日本

の高等学校の枠組みを離れ、（２）〜（４）の能力を有する人を、学力試験と面接試験によって選抜し

ます。 

 


